
ホ ッ プ ベ と 病 の う新 し い 省 力 『坊 除 体 系

( 農 試 環 境 部 )

1  背 景 とねらい

ホップ栽培におけるべ と病の防除は現在、銅水和剤の茎葉散布によっているが、萌芽期

か ら収穫直前 まで栽培暦で1 6回、現地の防除実績でも1 4回程度の散布が行なわれてお り、

ホ ップ栽培上、最 も労力を必要 とする作業の一つである。したがつてホップ省力栽培の上

で大きなネ ックとなってお り、防除の簡略化に対する要望が強い。

農試では、これ まで本病に対する薬剤の効果を検討 してきたが、この度、卓効を示す新

しい農薬が確認された。この剤を使用することにより、生育初期の妻葉散布が省略できる

ため、慣行の防除法よりも大幅に省力化でき、 しかも防除効果が高 い。この剤の使用に伴

って現在の防除体系が一部変更されることか ら、本剤の便用方法および使用上の留意点を

紹介 し参考に供する。

2  技 術内容

( 1 )新 しい防除体系は以 下の とお り

ア.メ タラキシル2 %粒剤 (リ ドミ
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図 1  新 しい防除体系 (上)と 慣行防除体系 (下)

( 2 ) メ タラキシル 2 %粒 剤の使用方法 は次の とお りである。

ア.使 用回数 は 1回 を厳守する。

イ.施 用量は 1株 当 り2 0 g と する。

ウ.施 用の方法は株元土壌混和 または表面施用する。

工.使 用時期 は株 ご じらえ期～選芽期にあたる 4月 下旬～ 5月 初旬である。

オ.本 剤 を使 用 す る こ とに よ り、銅 水和剤 に よる基葉散布 は 6月 中旬 まで省略 で き

る。ただ し6月 下 旬か らは慣行の散布 を行 な う。
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3  指 導上の留意点

(1 )メ タラキシル 2%粒 剤はべと病の特効薬である反面、耐性菌の出現が懸念されてい

る剤でもあるので、使用回数、使用時期は厳守する。

(2 )本 剤は根株に直接触れた り、根株の真上に散布 されると、薬害 を生 じることがある

ので注意する (図 2 ) _             ヽ

( 3 )本 剤は施用後 60日 前後の残効があると考えられるが、それ以前に発病 した例 もあ

るので観察を怠 らない。

4 試 験成績の概要

注 ) ③ は慣行 より優れる、○は慣行並、△は慣行 より劣る、 X は 無散布並を示す。

やは銅剤の茎葉散布あ り、他は無 し.
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表 1 試 験例から見た防除効果 と残効期間
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